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中央公園の樹木

トカプチ 400 のルート上にある然別湖

大正大　江藤教授（写真右端）による聞き取り調査
（R3.11.18）

大
正
大
　
江
藤
教
授

と
の
懇
談
を
実
施

令
和
３
年
11
月
18
日
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
に
よ
る
、
議
員
報
酬
の

見
直
し
及
び
政
務
活
動
費
の
活
用
に

関
す
る
研
究
に
係
る
聞
き
取
り
調
査

の
た
め
来
町
し
た
。

当
日
は
、
江
藤
俊
昭
教
授
（
大

正
大
学
社
会
共
生
学
部
公
共
政
策
学

科
）、
飯
田
厚
氏
（
全
国
町
村
議
会

議
長
会
議
事
調
査
部
長
）、
寺
島
輝

氏
（
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
事
務

局
）
と
、
全
議
員
が
懇
談
し
た
。
本

町
で
は
、
令
和
元
年
５
月
か
ら
議
員

報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
な
っ
た
。

まちなか会議

（
２
）
化
石
燃
料
を
使
う
観
光
事
業

の
制
約
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

〔
議
会
見
解
〕

（
１
）
早
急
に
独
自
ル
ー
ト
の
計
画

案
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
に
付
随
し
、

観
光
等
に
寄
与
で
き
る
ル
ー
ト
づ
く

り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

（
２
）
一
般
質
問
で
は
、
化
石
燃
料

を
使
う
観
光
事
業
の
制
約
を
求
め
た

も
の
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
で

地
球
環
境
に
優
し
い
事
業
と
し
て
、

自
転
車
の
活
用
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
。「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
で
注

目
さ
れ
て
い
る
自
転
車
の
一
つ
で
あ

る
、
フ
ァ
ッ
ト
バ
イ
ク
を
雪
上
で
活

用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

調
査
の
趣
旨
は
、
議
会
改
革
が
急

激
に
進
展
し
、
議
員
活
動
量
が
豊
富

に
な
り
、そ
れ
に
見
合
っ
た
活
動
や
、

議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
の
ひ
と
つ

に
議
員
報
酬
の
低
い
こ
と
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
の
事
例
を
研
究
し
提

言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
、
議
員
の
職
務
の

明
確
化
や
、
議
会
に
出
席
す
る
以
外

も
議
員
活
動
が
今
ま
で
曖
昧
だ
っ
た

部
分
を
住
民
に
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル

し
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
の

こ
と
で
あ
る
。

一
番
の
課
題
は
、
議
員
の
な
り
手

不
足
解
消
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む

か
で
あ
る
。

本
町
議
会
は
次
回
改
選
に
向
け

て
、
議
員
定
数
・
報
酬
及
び
あ
り
方

等
審
議
会
（
第
三
者
審
議
会
）
か
ら

の
提
言
も
あ
り
、
議
会
活
性
化
調
査

会
に
お
い
て
十
分
に
審
議
し
、
第
三

者
審
議
会
へ
議
員
定
数
に
つ
い
て
諮

問
で
き
る
よ
う
方
向
性
を
見
い
出
す

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
本
町
議
会
か
ら
は
な
り
手

不
足
対
策
等
の
具
体
的
な
手
法
に
つ

い
て
質
問
し
、
江
藤
教
授
か
ら
は
女

性
議
員
の
拡
大
や
、
若
者
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
た
め
、
議
会
が
率
先
し

て
研
修
会
等
を
開
催
し
て
は
と
助
言

を
受
け
た
。

〔
調
査
結
果
〕

（
１
）
鹿
追
町
の
独
自
ル
ー
ト
の
設

定
は
、
鹿
追
町
自
転
車
活
用
協
議
会

を
今
後
立
ち
上
げ
、協
議
し
て
い
く
。

ま
ず
は
、
庁
舎
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
り
内
部
協
議
し
て
い
き

た
い
。

令
和
３
年
度
内
に
は
、
独
自
ル
ー

ト
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。
令
和
４

年
度
に
十
勝
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に

設
定
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
実
施
計
画
を
策
定
し
た
い
。

収穫間近のマンゴー

瓜幕地域自然体験留学センターの談話室

【
チ
ョ
ウ
ザ
メ
及
び
マ
ン
ゴ
ー
事
業

の
現
況
及
び
将
来
計
画
等
の
公
表
】

チ
ョ
ウ
ザ
メ
事
業
に
つ
い
て
、
現

〔
調
査
結
果
〕

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
に
載
せ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
は
検
討
し
た
い
。

〔
議
会
見
解
〕

町
民
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
周
知
を
充
分
に
行
な
っ

て
ほ
し
い
。

具
体
的
な
数
値
や
生
育
状
況
を

分
か
り
や
す
く
画
像
や
動
画
も
活
用

し
て
、
発
信
し
て
ほ
し
い
。

２
人
部
屋
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
体
調
が
悪
い
際
に
は
客
間
を

使
用
し
て
い
る
が
、
複
数
の
場
合
は

空
き
公
営
住
宅
の
活
用
等
、
検
討
し

た
い
。

〔
議
会
見
解
〕

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
症
し
た
場
合
は
、
保
健
所
の
対

応
と
な
る
が
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
策

定
が
急
が
れ
る
。

留
学
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
瓜
幕
地
域
自
然
体
験
留
学
セ
ン

タ
ー
（
居
室
）
の
感
染
対
策
】

留
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
人
部
屋

と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
症
し
た
場
合
、
不
安
が
あ
る
。

隔
離
す
る
場
所
も
な
く
、
セ
ン
タ
ー

で
は
対
応
で
き
な
い
。

〔
調
査
結
果
〕

セ
ン
タ
ー
内
で
の
感
染
対
策
は

施
し
て
い
る
が
、
居
室
に
お
い
て
は 笹川保育所　令和４年３月末で閉所予定

〔
議
会
見
解
〕

現
状
及
び
今
後
の
推
移
を
地
域

住
民
に
説
明
し
、
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
て
ほ
し
い
。

【
国
交
省
指
定
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ

イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
「
ト
カ
プ
チ

４
０
０
」
指
定
に
伴
う
鹿
追
町
の
独

自
ル
ー
ト
や
関
連
観
光
事
業
】

（
１
）
芽
室
町
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
ツ
ア
ー
を
組
ん

だ
り
し
て
い
る
。

鹿
追
町
で
も
ト
カ
プ
チ
４
０
０

の
他
に
、
食
事
等
も
楽
し
め
る
独
自

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
町
内
観
光
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
。

（
２
）
一
般
質
問
で
、
冬
の
し
か
り

べ
つ
湖
コ
タ
ン
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

を
使
用
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
今
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
合
わ
せ

て
、
化
石
燃
料
を
使
う
観
光
事
業
の
制

約
を
行
う
の
か
。

〔
調
査
結
果
〕

町
内
に
公
園
が
20
カ
所
あ
る
が
、

農
芸
公
園
に
は
名
板
は
付
い
て
い

る
。主

要
公
園
に
つ
い
て
、
名
板
の
設

置
を
検
討
し
た
い
。

〔
議
会
見
解
〕

樹
木
の
名
前
や
種
類
の
表
示
は
、

教
育
的
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。

早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

■	議員のなり手不足問題解決に、議員報酬を引き上げる町村議会が出
ている。報酬引き上げと議会改革を住民に知ってもらうことが重要。つぶやき

まちなか会議

議会報告会・広聴会　鹿追会場（R3.10.20）

令
和
３
年
10
月
20
日
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
平
成
館
及
び
ウ
リ
マ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
ま
ち
な
か
会
議
（
議
会
報

告
会
・
広
聴
会
）
を
開
催
し
、
４
人

が
参
加
し
た
。

意
見
に
つ
い
て
は
総
務
文
教
及

び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
検
討

し
、
次
の
と
お
り
11
月
22
日
に
町
長

へ
申
し
入
れ
た
。

（（まち�q�y�^

かな
住民と議会を結ぶ議

会
報
告
会
・
広
聴
会

調
査
結
果
を	

町
長
へ
申
し
入
れ

【
地
域
保
育
所
の
休
閉
所
及
び
小
学

校
の
適
正
規
模
配
置
計
画
】

人
口
減
少
問
題
で
、
令
和
12
年

（
２
０
３
０
年
）
に
は
15
歳
未
満
が

１
２
０
人
く
ら
い
減
少
す
る
デ
ー
タ

も
あ
る
。

瓜
幕
小
学
校
は
児
童
40
人
だ
が
、

地
元
の
児
童
は
少
な
い
。
将
来
の
方

向
性
は
。

町
の
財
政
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

〔
調
査
結
果
〕

子
育
て
支
援
課
及
び
学
校
教
育

課
で
は
、
地
域
保
育
所
、
小
規
模
学

校
の
児
童
生
徒
の
推
移
を
含
め
、
す

で
に
地
域
住
民
と
あ
り
方
の
協
議
を

始
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
意
向
等
を
踏
ま
え
、
教

育
委
員
会
、
町
理
事
者
と
方
向
性
を

生
み
出
し
た
い
。

状
、
経
費
、
将
来
計
画
等
の
状
況
が

町
民
に
は
見
え
て
こ
な
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
ほ
し
い
。
チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
生
育
状
況
も
動
画
で
配
信

し
て
ほ
し
い
。

マ
ン
ゴ
ー
事
業
も
同
様
で
あ
る
。

【
町
内
の
公
園
の
樹
木
に
名
板
等
の

設
置
に
つ
い
て
】

町
内
の
公
園
に
は
色
々
な
木
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
た
め
に
も
木
の
名
前

の
看
板
を
付
け
て
活
用
し
て
ほ
し

い
。
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吉
田
稔
議
長
が
令
和
３
年
度
の
北
海
道
社

会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受
賞
し
た
。

令
和
３
年
12
月
８
日
、
札
幌
市
に
お
い
て

鈴
木
直
道
知
事
か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

こ
の
賞
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
と

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
た
功
労
者
に
対

し
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

吉
田
議
長
は
、
議
会
議
員
に
平
成
７
年
初

当
選
し
、
現
在
７
期
目
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
議
会
運
営
委
員
長
を
平
成
15

年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
４
期
16
年
間
歴
任
し
、

議
長
を
令
和
元
年
か
ら
務
め
て
い
る
。

３３
人
の
議
員
が
問
う
。

人
の
議
員
が
問
う
。

（
質
問
）

鹿
追
町
は
、
通
信
事
業
の

「
ヒ
グ
マ
」
と
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
の
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
関
す
る

連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
町

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
ス
マ

ホ
よ
ろ
ず
相
談
」
を
開
催
し

て
い
る
が
、
受
講
者
団
体
・

人
数
、
講
座
内
容
等
の
状
況

は
。 12

月
15
日
、
12
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で
、

３
議
員
が
登
壇
し
た
。

Ｉ Ｃ Ｔ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

具
体
的
に
検
討

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
は

QA

（
答
弁
）
喜
井
町
長

令
和
２
年
度
か
ら
行
財
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、
組
織

機
構
改
革
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
設
置
や

広
報
広
聴
係
に
情
報
を
一
元

化
し
、
よ
り
効
果
的
な
発
信

に
努
め
て
い
る
。

令
和
５
年
度
課
税
分
か
ら

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税

の
納
付
書
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

付
し
、
電
子
的
に
納
税
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
町
税
や
公
共
料
金
の
決

済
等
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
行
政

手
続
き
の
効
率
化
、
事
務
処

理
の
迅
速
化
等
、
住
民
負
担

の
軽
減
と
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
検
討
し
た
い
。

一般質問

（
質
問
）

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

と
し
て
、
公
共
料
金
や
税
金

の
収
納
に
Ｑ
Ｒ
や
バ
ー
コ
ー

ド
を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
を
導
入
し
、
住
民
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
は
。

■	冬の鹿追は遊びどころがいっぱい！外へ出かけませんか？
	 拓殖バスで然別湖へ行くのがおすすめです。つぶやき

清水　浩徳　議員

持
続
可
能
社
会

ゼロカーボンを
町づくりの基軸とする

持続可能な
地域社会の構築は

A
狩野　正雄　議員

Q

（
質
問
）

令
和
３
年
10
月
30
日
、
火

山
博
士
の
大
野
希
一
さ
ん
か

ら
「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
の

魅
力
を
考
え
る
」
と
題
し
講

演
が
あ
り
、
長
崎
県
島
原
半

島
に
お
け
る
、
人
と
火
山
の

苦
難
の
歴
史
と
そ
こ
に
住
む

人
々
が
火
山
地
域
の
環
境
を

（
質
問
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
今
後
の
取
り
組
み
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
町
民
に
何
を
求

め
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す

べ
き
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

雪
氷
学
及
び
地
球
環
境
学

が
専
門
の
金
森
職
員
は
、
第

60
次
南
極
観
測
隊
員
と
し
て

１
年
半
昭
和
基
地
に
滞
在
し

た
経
験
や
技
術
が
あ
る
。
令

和
４
年
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
町
民
向
け
の
講
演

会
を
設
け
た
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
４
年
に
１

回
、
再
認
定
審
査
を
受
け
る

仕
組
み
で
、
令
和
４
年
２
月

に
は
再
認
定
と
い
う
結
果
を

期
待
し
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
で
は
、
現
在
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
軸
に
据
え
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
有
効
活
用
、
自
営
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
電
気
の
地

産
地
消
、
脱
炭
素
に
対
す
る

意
識
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

令
和
３
年
10
月
に
は
町
内

各
団
体
と
町
民
で
構
成
す
る

協
議
会
を
設
置
し
、
幅
広
く

意
見
集
約
し
、
今
後
の
取
り

組
み
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
町

民
の
役
割
等
を
示
し
た
い
。

太
陽
光
等
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、
省
エ

ネ
家
電
製
品
の
買
い
替
え
助

成
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

事
務
事
業
評
価

改善を図っていきたい

第７期総合計画の
進捗管理の方法は

A
山口　優子　議員

Q

まちづくりワークショップで町民が第７期総合計画の内容を検討（R1.8.20） スマホよろず相談（R3.10.22）

ゼロカーボンシティ宣言をする喜井町長（R3.3.12）

（
質
問
）

総
合
計
画
は
、
町
の
最
上

位
計
画
で
あ
り
、
町
民
に
進

み
具
合
や
達
成
状
況
等
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
公
表
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
７
期
鹿
追
町
総
合
計
画

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
調

書
に
お
い
て
、
24
事
業
の
う

（
答
弁
）
喜
井
町
長

事
業
評
価
は
総
合
計
画
の

基
本
計
画
内
に
位
置
付
け
た

３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
示
す
24
の
基
本
計
画
を
評

価
の
対
象
と
し
、
各
課
ご
と

に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
シ
ー

ト
に
よ
り
評
価
を
行
い
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

全
て
の
事
業
を
達
成
率
等

の
数
値
で
客
観
的
に
評
価
す

る
の
は
非
常
に
難
し
い
が
、

今
後
研
究
し
な
が
ら
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
改
善
を
図
り
た

い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

予
算
編
成
へ
の
活
用
や
、

町
民
と
の
意
見
交
換
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

ち
20
事
業
が
Ａ
～
Ｂ
と
高
い

評
価
と
な
っ
て
い
る
が
、
評

価
の
根
拠
と
な
る
客
観
的
判

断
が
で
き
る
指
標
の
設
定
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

ま
た
担
当
課
以
外
の
職
員

か
ら
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と

や
町
民
と
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
は
。

（
質
問
）

事
業
評
価
は
、
事
業
の
見

直
し
に
つ
な
げ
る
他
、
次
の

予
算
編
成
に
活
用
し
て
こ
そ

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
成
立

入場無料

まちなか会議　議員とまちなか会議　議員と

カフェカフェ
  でで  

ひとことひとこと
令和４年令和４年２２月月 2222日（日（火火））11：0011：00よりより
※今回から、※今回から、予約不要予約不要です。です。
ただし、新型コロナウイルスの感染状況により、ただし、新型コロナウイルスの感染状況により、
変更する場合があります。変更する場合があります。
※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ※当日は検温及びマスクを着用してご来場くだ
さい。さい。
※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また※国・北海道の緊急事態宣言により、延期また
は中止する場合があります。は中止する場合があります。

加納　茂加納　茂　　議員、議員、上嶋　和志上嶋　和志 議員 議員

が が 平成館平成館  でお待ちしています。でお待ちしています。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

白
寿
大
学
及
び
各
地
区
の

老
人
会
が
２
カ
月
間
で
、
合

計
５
回
81
人
が
受
講
し
た
。

講
座
内
容
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
用
語
、

使
用
方
法
、
写
真
の
撮
り
方

等
を
学
ん
だ
ほ
か
、
鹿
追
町

公
式
ア
プ
リ
「
ミ
ジ
カ
」
の

導
入
支
援
等
も
行
な
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
き

た
か
を
語
っ
た
。

現
在
「
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
活
動
に
対
す
る

再
認
定
審
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

課
の
金
森
職
員
に
よ
る
出
前

講
座
や
環
境
学
習
の
機
会
を

作
れ
な
い
か
。

し
実
効
性
が
高
ま
る
と
思
う

が
。事

業
評
価
に
は
課
長
だ
け

で
な
く
全
て
の
役
場
職
員
に

参
画
し
て
ほ
し
い
。

吉
田
稔
議
長
が

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を受

賞
受賞を喜井町長へ報告（R3.12.9）



し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り
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（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
清
水
浩
徳
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
台
蔵
征
一
）

一般質問を傍聴した
産業研修生

守
もりやす
安　詩

し ほ
穂 さん

令
和
３
年
12
月
15
日
に
定
例
議

会
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
産
業
研

修
生
５
人
と
鹿
追
高
校
２
年
生
26

人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

産
業
研
修
生
は
、
岡
山
県
や
東

京
都
等
か
ら
酪
農
の
実
習
に
来
て

お
り
、
当
日
は
全
体
研
修
の
一
環

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
勉
強
す
る

た
め
訪
れ
ま
し
た
。

鹿
追
高
校
生
は
、
令
和
４
年
２

月
７
日
に
高
校
生
議
会
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
事
前
研
修
と

し
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

最
初
は
難
し
い
と
思
っ
て
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
議
員
各
位

が
前
向
き
に
町
側
と
話
し
合
う

様
子
を
見
て
、
そ
れ
が
誰
か
を

救
う
た
め
に
な
る
と
思
う
と
、

関
心
が
持
て
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
普
段
生
活
し
て
い
る
だ
け

で
は
感
じ
ら
れ
な
い
知
識
も
得

る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

産
業
研
修
生
と
鹿
追
高
校
生
が

一
般
質
問
を
傍
聴

児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
う

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

開
設

少
し
で
も
子
ど
も
の
側
に
立

ち
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
で
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
応
援
で
き
た

ら
・
・
・
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
・
先
生
方
と
連
携
を

大
切
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育支援センター
三
み
好
よし
　紀

のり
子
こ
 指導員 教育支援センター内部

一般質問を傍聴中（２列目以降）

令
和
３
年
12
月
に
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
が

開
設
さ
れ
、
そ
れ
に
先
立
ち
議
会

で
内
覧
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
学
校
へ
行
っ
て
い
な

い
鹿
追
町
内
の
児
童
生
徒
で
、
本

人
が
希
望
し
、
保
護
者
及
び
校
長

か
ら
申
請
が
あ
る
お
子
さ
ん
（
小
・

中
・
高
校
）
に
通
っ
て
い
た
だ
く

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

開
設
日
は
、
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜

日
の
９
時
か
ら
12
時
30
分
ま
で
で
、

状
況
に
応
じ
て
変
更
可
能
で
す
。

ま
た
、「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
へ
来

る
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
患
者

輸
送
バ
ス
も
利
用
可
能
で
す
。

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
新型コロナウイルス感染症が初めて確認されてから２年が過ぎました。
まだまだ社会活動、経済活動とも安心して元には戻れませんが、行動制限

を受けた中でも行政及び議会活動は進んでいます。
町民の皆様も今年は各種団体の活動や地域活動をできるところから進め

て、少しずつ不安を取り除いていきましょう。

	 議会広報部会　部会長	 台 蔵 　 征 一

議会広報広聴常任委員会議会広報広聴常任委員会
広報部会広報部会

部 会 長 	 台蔵　征一部 会 長 	 台蔵　征一

副部会長	 清水　浩徳副部会長	 清水　浩徳

部 会 員 	 安藤　幹夫部 会 員 	 安藤　幹夫

	 川染　　洋	 川染　　洋

	 山口　優子	 山口　優子


